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３
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ぶ
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ぶ
り
の
子
ど
も
議
会



令和４年12月議会 2

３年ぶり 子ども議会開会特
集

基
山
中
３
年
生
に
よ
る
４
回
目
の
﹁
子
ど
も
議
会
﹂

10
月
１
日
に
開
か
れ
た
子
ど
も
議
会
で
は
、
町

長
役
、
執
行
部
役
、
議
員
役
そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ

て
熱
心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
も
生
徒
自
ら
作
成
し
、
議
場
で
の
審
議
を

行
い
、
賛
成
・
反
対
の
討
論
を
経
て
採
決
を
行
い

ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
第
１
号
・
第
２
号
議
案
が
可
決
、

第
３
号
議
案
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
体
験
は
、
今
後
の
さ
ら
な
る
飛
躍

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

(
天
本

勉
)

「移動販売車両の設置及び管理に関する条例」の制定について

提案理由：本町に移動販売車両を設置し、高齢者や妊婦

の方など便利に利用できる環境整備を行い、

安心でより良い生活を提供する。

具体的には

１ 町内の業者に委託

し、連携すること

で質の向上を図る

２ 車両の運行範囲は

中山間地等を中心

に行い、徐々に範

囲を広めていく

など

11
人
の
議
員
の

活
発
な
発
言

ふるさと基山への熱い想いを語った生徒たち

条例案３件の提案理由説明を行う

小
こ

西
にし

夏
なつ

華
か

町長

林田
はやしだ

拓
たく

磨
ま

議員 栁
やな

川
がわ

心
ここ

音
ね

議員 佐
さ

藤
とう

奈
な

歩
ほ

議員 木
き

原
はら

滉
こう

拓
た

議員松
まつ

尾
お

風
ふう

汰
た

議員

放
課
後
に
︑
リ
ハ
ー
サ
ル

を
含
め
８
回
集
ま
り
議
案
を

作
成
︒

基
山
町
の
未
来
に
夢
を
膨

ら
ま
せ
て
︑
真
剣
に
議
論
す

る
生
徒
た
ち
︒

高齢者や妊婦の方などが安心で

より良い生活ができるよう提案する

田
た

口
ぐち

梨
り

桜
お

企画政策課長
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参加した中学生の感想

〇議員が気になることを理解して答える。

それに向けて準備することに苦労したが楽

しかった。

〇みんなで考えた議案を説明し、可決される

よう努めることに責任の重さを感じた。

〇学校とは違う雰囲気だったので、良い経験

ができた。

〇自分の思っていることを上手に言葉で表現

することが難しかった。

〇町政の難しさを感じた。またこの活動を通

して、選挙への考え方も良いものに変わっ

たと思う。

用
もち

松
まつ

央
おう

裕
すけ

議員 稲
いな

毛
げ

舞
まい

議員 石
いし

井
い

哲
てっ

平
ぺい

議員 安東
あんどう

華
か

保
ほ

議員川村
かわむら

航
こう

志
し

朗
ろう

議員 石橋
いしばし

未
み

菜
な

美
み

議員

｢基山町のホタルのための環境改善条例」の制定について

提案理由：基山町はゲンジボタルやオキナグサが生息する自然豊

かな町である。自然環境を守るためにもホタルの保護

活動を行い、ゲンジボタルの名所として町内外に広く

アピールする。

具体的には

１ 鑑賞会を行うなどゲンジボタルの名所として知名度アップに

努める

２ ホタル週間を制定し、ボランティア清掃や広報活動を行う

３ ホタルや河川を守るため環境保護活動を行う

｢長崎街道の整備、保存及び活用についての条例」の制定について

提案理由：魅力ある街づくりのため歴史的資源である長崎街道を整

備し、活用することで情緒的な景観を創出し、町内外か

らの観光客を呼び込む。

具体的には

１ 長崎街道の歴史的景観を守り、その魅力を発信する

２ イベントを開催し、長崎街道の歴史を伝える

３ 街道沿いの歴史的な建物を店舗等に活用し、観光客を呼び込む

ゲンジボタルの名所づくりで

知名度アップを提案する

古
こ

賀
が

聖
せい

那
な

まちづくり課長

歴史ある長崎街道を活かした

まちづくりを提案する

江頭
えがしら

依
い

吹
ぶき

産業振興課長

傍聴者の声

40代：中学生の基山町をより良くしたい気持

ちが伝わった。

50代：打合せがない質問こそ、子どもの本当

の気持ちが分かると思った。

60代：しっかりとした言葉で、生徒の皆さん

の理解度が優れている。

70代：中学生ともなると情報も掴んでいるよ

うで多方面からの視点での意見がある

ものだと感じた。

70代：想定外の質疑に真剣さが垣間見えた。
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第２回臨時会（10月6日）

全会一致で可決した議案

住民税非課税世帯等に５万円

電力・ガス・食料品などの価格高騰で、特に影響が大きい低所得世帯や家計急変世帯

に対し、生活資金を支援

議案番号 議 案 名

議案30 令和４年度一般会計補正予算（第４号）

第３回臨時会（10月27日）

全会一致で可決した議案

物価高騰で9994万円補正

電力・ガス・食料品などの価格高騰重点支援地方交付金により、７つの事業を追加

議案番号 議 案 名

議案31 令和４年度一般会計補正予算（第５号）

■主な事業■

生活支援特別給付金 事業費 4264万円

電力・ガス・食料品などの値上がりで大きな

影響を受けている 1665 世帯に、１世帯当たり

25000円給付。対象者は①障害者手帳交付世帯

②低所得者世帯③児童扶養手当受給世帯④65歳

以上の一人暮らし高齢者世帯⑤要介護４以上の

世帯。

第３子以降給食費無料 事業費 78万円

対象は小中学校に同時に通う第３子以降児童生

徒71人。また、教育・保育施設に通う児童で中

学生以下の第３子以降の子どもの副食費も全額

助成、対象児童57人。

プレミアム商品券再発行 事業費 3755万円

小規模事業者応援のため１冊額面7000円を5000

円で販売（金券）。また、飲食店応援に１冊6500

円を5000円で販売（銀券）。

保育室にコロナ飛沫対策 事業費 516万円

２歳、３歳児の保育室天井に吸音材などを設

置することで、子どもなどの大声を抑える。

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金 事業費 6904万円

給付対象者は、令和４年度分の住民税非課税世帯とコロナウイルスの影響を受けて家計が急変し、

住民税非課税世帯と同様の事情のある世帯。また、DV（家庭内暴力）などによる避難世帯には住民

票がなくても給付する。1350世帯が対象。

■主な事業■
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選任に同意した委員（敬称略）

基山町固定資産評価審査委員会委員

鳥飼
とりかい

秀
ひで

巳
み

（園部）

任期：令和４年12月26日から

令和７年12月25日まで

■主な事業■

出産・子育て応援給付金 10万円
予算総額 88億4890万円に

議員、町長、副町長、教育長ボーナス引き上げ

国の人事院勧告に従い、ボーナスを0.05月分

引上げる。

基山中学校エアコン整備 事業費202万円

今後教室の増加が見込まれるため、令和５年

度に３教室にエアコン設置のための実施設計。

鳥栖工業全国高校駅伝大会に10万円

令和４年12月25日に開催された全国高校駅伝

大会に、佐賀県代表として参加した鳥栖工業に

激励金を交付。

全ての妊婦・子育て家庭が安心して出産・子育てができるよう

相談に応じ、必要な支援を行う。

妊娠届出時５万円、出産届出後５万円、合計10万円を給付。

対象者は、令和４年４月以降に出産された方。

第４回定例会（12月６日∼16日）

全会一致で可決した議案

議案番号 議 案 名 議案番号 議 案 名

議案32
基山町議会議員及び基山町長の選挙における選挙運動
の公費負担に関する条例の一部改正について

議案38
国スポ・全障スポ用卓球台等備品の取得につ
いて

議案33
基山町一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条
例及び基山町職員の給与に関する条例の一部改正について

議案39 令和４年度一般会計補正予算（第６号）

議案34
基山町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部改正について

議案40
令和４年度国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）

議案35
町長、副町長及び教育長の諸給与条例の一部
改正について

議案41
令和４年度後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

議案36
基山町職員の定年等に関する条例等の一部改
正について

議案42 令和４年度下水道事業会計補正予算（第３号）

同意４
基山町固定資産評価審査委員会委員の選任に
つき同意を求めることについて

議案43 令和４年度一般会計補正予算（第７号）

議案37
下工３補第１号宝満川処理区第２汚水幹線管路
築造工事（１工区）請負契約の変更について
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第
４
回
定
例
会

議
案
審
議

町
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正

問

令
和
５
年
４
月
か
ら
の

適
用
だ
が
、
退
職
金
の
算

定
基
準
給
与
は
何
歳
時
点
で
の

算
出
か
。

答

60
歳
時
の
給
料
表
で
算

出
し
︑
定
年
退
職
時
に
支

払
う
︒

問

60
歳
以
降
の
配
置
転
換

の
考
え
方
は
。

答

一
般
事
務
職
は
他
の
部

署
へ
の
配
置
が
可
能
︒

専
門
職
は
同
部
署
で
の
後
進
育

成
と
な
る
︒

提
案

対
象
と
な
る
職
員
に
は
、

丁
寧
な
説
明
を
行
う
こ
と
。

国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
用
卓
球
台

等
備
品
を
取
得

問

入
札
予
定
価
格
と
落
札

価
格
に
大
き
な
開
き
が

あ
る
。
納
入
備
品
に
最
低
制
限

価
格
は
設
け
な
い
の
か
。

答

備
品
に
つ
い
て
は
︑
品
質

を
確
保
で
き
れ
ば
安
価

に
購
入
し
た
い
こ
と
か
ら
︑
最
低

制
限
を
設
け
て
い
な
い
︒

提
案

大
会
終
了
後
の
町
民
へ

の
備
品
活
用
と
と
も
に
、
定
価
と

実
勢
価
格
を
把
握
し
、
精
度
の
高

い
入
札
価
格
設
定
を
す
る
こ
と
。

一
般
会
計
補
正
予
算

県
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業

委
託
料

６
５
０
万
円

問

こ
の
委
託
料
の
内
容
は
。

答

ふ
る
さ
と
納
税
の
県
内

プ

ロ

ス

ポ

ー

ツ

支

援

コ
ー
ス
を
活
用
︒
サ
ガ
ン
鳥
栖
︑

佐
賀
バ
ル
ー
ナ
ー
ズ
の
試
合
会

場
へ
の
町
民
招
待
や
選
手
と
子

ど
も
達
と
の
交
流
会
︑
基
山
町
の

特
産
品
Ｐ
Ｒ
等
を
行
う
︒

提
案

委
託
料
が
高
額
で
あ
る

た
め
、
活
用
方
法
等
の
妥
当
性
も

議
論
す
べ
き
。
年
度
後
半
で
補

正
予
算
を
計
上
せ
ず
、
当
初
予
算

と
し
て
議
会
の
審
査
を
受
け
、
計

画
的
に
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
。

公務員の定年 65歳時代へ突入公務員の定年 65歳時代へ突入

総務文教常任委員会
審査・調査

の担当課

総務課・企画政策課・財政課・税務課

まちづくり課・出納室・教育学習課

定年の段階的な引き上げ

60歳→65歳へ

60歳以上の給与抑制

60歳以上は60歳前の７割水準に

役職定年制の導入

課長級以上の管理職は原則60歳で外す

短時間勤務制の採用

希望する職員は定年前の再任用による

短時間勤務を可能に

子どもたちとの交流（佐賀バルーナーズ）

公務員の定年延長の仕組み

所
管
事
務
調
査

町
の
基
金
と
管
理
運
用
は

町
は
﹁
一
般
会
計
﹂
︑﹁
特
別

会
計
︵
国
保
︶
﹂
︑
﹁
企
業
会
計

︵
下
水
道
︶
﹂
の
３
会
計
に
各
々

基
金
を
積
み
立
て
て
い
る
︒

ま
た
︑
使
う
目
的
を
決
め
て
積

み
立
て
る
特
定
目
的
基
金
も

保
有
し
て
い
る
︒
当
委
員
会

で
は
町
の
様
々
な
基
金
に
対

し
︑
そ
の
内
容
と
管
理
内
容
を

把
握
す
る
た
め
調
査
を
行
っ

た
︒調

査
の
結
果
︑
当
委
員
会
は

予
算
組
み
を
し
た
事
業
は
確

実
に
実
施
す
る
こ
と
︑
剰
余
金

は
適
正
に
基
金
に
積
み
立
て

る
こ
と
︑
大
き
な
公
共
施
設
の

整
備
に
は
特
定
目
的
基
金
増

設
の
検
討
を
提
案
し
た
︒

基金の有効活用を
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第
４
回
定
例
会

議
案
審
議

宝
満
川
処
理
区
第
２
汚
水
幹
線

管
路
築
造
工
事
︵
１
工
区
︶
請

負
契
約
変
更

問

請
負
代
金
の
減
額
変
更

理
由
は
。

答

当
初
︑
道
路
の
夜
間
工
事

に
伴
う
交
通
誘
導
員
数

で
積
算
し
て
い
た
が
︑
視
認
性
の

高
い
信
号
機
導
入
や
照
明
灯
設

置
の
変
更
に
よ
る
交
通
誘
導
員

数
の
削
減
等
で
減
額
と
な
っ
た
︒

提
案

工
事
完
了
後
は
、
速
や
か

に
車
道
の
表
層
再
舗
装
を
行
う

こ
と
。

一
般
会
計
補
正
予
算

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
事

業

１
９
２
１
万
円

問

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て

が
で
き
る
経
済
的
支
援

と
は
何
か
。

答

妊
娠
届
出
時
に
５
万
円
︑

出
生
届
出
後
に
子
ど
も

１
人
５
万
円
の
給
付
と
︑
伴
走
型

相
談
支
援
と
し
て
︑
新
た
に
妊
娠

８
ヶ

月
前
後
で
の
面
談
が
必
要

と
な
り
︑
案
内
文
や
ア
ン
ケ
ー
ト

を
送
付
し
て
︑
希
望
者
に
個
別
相

談
を
行
う
︒

障
害
児
通
所
給
付
費

７
３
５
１
万
円

問

近
年
、
利
用
者
の
増
加
で

給
付
費
も
増
加
し
て
い

る
。
町
外
送
迎
等
も
給
付
対
象

で
あ
り
、
町
内
に
も
事
業
所
が
増

え
て
い
る
の
で
、
利
用
を
促
せ
な

い
か
。

答

町
内
送
迎
も
給
付
対
象

で
あ
り
︑
事
業
所
選
択

は
︑
利
用
者
の
特
性
や
事
業
所
の

療
育
内
容
に
応
じ
て
支
援
専
門

員
が
推
奨
し
て
い
る
︒

問

町
内
事
業
所
も
増
え
、
管

理
体
制
に
問
題
は
な
い

か
。答

県
の
監
査
に
合
わ
せ
て

町
職
員
も
同
行
し
︑
事
業

内
容
を
確
認
し
て
い
る
︒

提
案

利
用
者
の
増
加
に
よ
り
、

県
へ
町
負
担
額
軽
減
を
要
望
す

る
こ
と
と
、
事
業
所
で
虐
待
等
の

問
題
行
動
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

管
理
強
化
に
務
め
る
こ
と
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

問

今
年
度
の
一
般
被
保
険

者
の
医
療
費
の
状
況
は
。

答

医
療
機
関
や
受
診
者
も

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
診
療

控
え
か
ら
通
常
診
療
に
戻
り
︑
町

の
給
付
費
が
３
月
～
９
月
の
月

平
均
額
が
︑
過
去
複
数
年
度
と
比

較
し
て
最
も
高
く
︑
初
め
て
１
億

円
を
超
え
て
い
る
︒

妊娠時・出生時に各５万円 子育て支援妊娠時・出生時に各５万円 子育て支援

厚生産業常任委員会
審査、調査

の担当課

住民課・健康増進課・福祉課・こども課

産業振興課・定住促進課・建設課

給付金で子育て支援

所
管
事
務
調
査

高
齢
者
世
帯
へ
︑

聞
き
取
り
訪
問

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世

帯
の
増
加
に
伴
い
︑
令
和
３
年

４
月
に
福
祉
課
内
に
プ
ラ
チ

ナ
社
会
政
策
室
を
新
設
し
た
︒

行
政
自
ら
が
高
齢
者
世
帯
へ

訪
問
し
て
︑
現
状
の
困
り
事
な

ど
を
聞
き
取
り
︑
個
別
カ
ル
テ

の
作
成
を
進
め
て
い
る
︒

訪
問
し
て
一
番
多
い
相
談

は
健
康
の
こ
と
︑
次
に
移
動
手

段
や
認
知
症
な
ど
多
岐
に
渡

る
と
説
明
を
受
け
た
︒

当
委
員
会
は
︑
関
係
各
課
と

の
連
携
や
支
援
体
制
の
図
式

化
に
よ
り
︑
適
切
な
支
援
を
行

う
よ
う
提
案
し
た
︒

高齢者世帯への訪問
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一般質問11人が 町 政 を問う

寄
付
金
の
取
り
組
み
と
財
政
力
の
強

化
を

問

ふ
る
さ
と
納
税
︵
寄
附
金
︶
、
令
和

４
年
度
の
寄
附
額
の
状
況
は
。

答

11
月
末
現
在
の
寄
附
申
込
額
は
約

５
億
３
０
０
０
万
円
︒
本
年
度
の
決
算

で
は
９
億
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
︒

問

寄
附
者
返
礼
品
の
取
り
組
み
は
。

答

新
た
に
﹁
伊
藤
園
の
お
茶
﹂
を
追

加
︒
現
状
の
品
物
に
加
え
︑
町
内
体
験

型
の
返
礼
品
開
発
も
継
続
す
る
︒

問

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
基
金
の
積
立

残
高
は
約
９
億
１
千
６
０
０
万
円
。
一

方
、
町
の
貯
金
で
も
あ
る
財
政
調
整
基

金
は
約
８
億
３
千
１
６
０
万
円
。
寄
附

基
金
は
不
安
定
な
財
源
で
あ
る
。
も
っ

と
財
政
調
整
基
金
の
増
額
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
。

答

財
政
規
模
の
１
割
程
度
が
妥
当
と

考
え
て
い
る
が
︑
今
後
も
財
政
力
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
︒

町
独
自
の
歯
科
検
診
推
進
事
業
へ
の

取
り
組
み
を

問

政
府
は
国
民
皆
歯
科
健
診
推
進
事

業
と
し
て
就
労
世
代
の
歯
科
健
康
診
査

等
を
検
討
し
て
い
る
が
、
３
年
以
上
先

の
予
定
。
歯
周
病
と
糖
尿
病
等
と
の
因

果
関
係
も
知
ら
れ
て
い
る
。
医
療
費
抑

制
対
策
と
し
て
、
就
労
世
代
へ
の
歯
科

検
診
料
補
助
を
町
独
自
で
行
え
な
い
か
。

答

現
在
︑
40
︑
50
︑
60
︑
70
歳
を
対
象

と
し
た
歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
︒
歯
科

検
診
と
特
定
健
診
受
診
の
呼
び
掛
け
を

強
化
し
た
い
︒

問

就
労
世
代
へ
歯
科
検
診
料
補
助
を

答

検
診
呼
び
か
け
を
強
化
す
る

松ま
つ

石い
し

健け
ん

児じ

議
員

糖尿病予防に口腔ケアを

歯周病

脳血管
疾患 心臓

疾患

誤嚥性
肺炎

消化器
疾患

がん

喫煙

肥満

ストレス

高血圧 糖尿病

問

更
新
費
用
推
計
に
お
け
る
基
本
的

な
考
え
方
は
。

答

国
の
方
針
に
基
づ
き
︑
建
築
物
は

大
規
模
改
修
が
30
年
︑
建
替
え
は
60
年

と
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
更
新
規
模
は
現

在
保
有
し
て
い
る
同
じ
面
積
︑
延
長
を

基
本
と
し
て
い
る
︒

問

今
後
の
維
持
・
管
理
の
方
針
は
。

答

施
設
の
長
寿
命
化
・
ト
ー
タ
ル
コ

ス
ト
の
縮
減
︑
予
算
の
平
準
化
を
図
る

た
め
︑
日
常
点
検
及
び
定
期
点
検
を
実

施
し
︑
予
防
保
全
型
の
維
持
管
理
に
努

め
て
い
く
︒

町民会館は早急な漏水対策が必要

問

基
山
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
が
令
和
４
年
３
月
に
改
訂
さ
れ
た
。

目
的
と
基
本
的
な
方
針
は
何
か
。

答

基
山
町
の
建
築
物
︑
道
路
な
ど
公

共
施
設
等
の
全
体
を
把
握
し
︑
長
期
的

な
視
点
に
た
ち
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿

命
化
な
ど
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
く
︒

ま
た
︑
財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化

を
行
い
︑
公
共
施
設
等
の
最
適
な
配
置

を
実
現
し
て
い
く
︒

問

基
山
町
の
公
共
施
設
等
の
現
状
は
。

答

建
築
物
が
45
施
設
１
４
５
棟
︑
町

道
が
１
４
２
㎞
︑
橋
梁
が
１
０
０
橋
︑

都
市
公
園
が
10
か
所
︑
下
水
道
が
約
69

㎞
で
あ
る
︒

問

こ
の
計
画
期
間
と
公
共
施
設
等
の

更
新
費
用
︵
将
来
コ
ス
ト
︶
の
推
計
は
。

答

計
画
期
間
は
平
成
28
年
度
か
ら
令

和
27
年
度
ま
で
の
30
年
間
︒
更
新
費
用

は
１
９
７
億
円
︑
年
７
・
９
億
円
と
推

計
し
て
い
る
︒

天あ
ま

本も
と

勉
つ
と
む

議
員

問

公
共
施
設
等
の
更
新
費
用
の
推
計
は

答

令
和
27
年
度
ま
で
に
１
９
７
億
円
必
要
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一般質問

QRコードから一般質問の録画映像がご覧いただけます

問

現
在
行
っ
て
い
る
対
応
は
。

答

野
良
猫
対
策
の
啓
発
や
避
妊
・
去

勢
手
術
を
行
い
︑
元
の
場
所
に
戻
す
活

動
を
し
て
い
る
団
体
に
﹁
ま
ち
づ
く
り

基
金
﹂
で
の
支
援
を
し
て
い
る
︒
ま
た
︑

ノ
ミ
ダ
ニ
処
置
と
避
妊
・
去
勢
手
術
の

無
償
チ
ケ
ッ
ト
も
支
給
し
活
用
し
て
も

ら
っ
て
い
る
︒

問

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答

飼
い
猫
の
適
正
な
飼
育
の
啓
発
や

猫
へ
餌
を
与
え
な
い
指
導
の
他
︑
活
動

団
体
と
の
連
携
強
化
を
図
る
︒
基
山
草

ス
キ
ー
場
の
野
良
猫
に
つ
い
て
も
活
動

団
体
に
相
談
し
な
が
ら
避
妊
・
去
勢
活

動
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
す
る
︒

庁
舎
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内

ト
イ
レ
設
備
の
改
善
に
つ
い
て

問

職
員
や
来
訪
者
の
方
々
へ
の
健
康

管
理
及
び
環
境
整
備
と
し
て
、
施
設
内

ト
イ
レ
へ
温
水
洗
浄
便
座
設
置
の
推
進

と
和
式
ト
イ
レ
へ
の
手
す
り
設
置
に
対

し
、
速
や
か
な
予
算
化
と
対
応
が
で
き

な
い
か
。

答

職
員
の
環
境
整
備
は
︑
必
要
性
や

費
用
対
効
果
を
考
慮
し
対
処
す
る
︒
利

用
者
へ
の
環
境
整
備
は
︑
今
後
︑
改
善

す
べ
き
箇
所
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
︒

飼主のいない猫たち（基山草スキー場周辺）

11人が 町 政 を問う

問

飼
主
の
い
な
い
猫
を
ど
う
す
る
？

答

適
正
な
飼
育
の
啓
発
等
に
取
り
組
む

中な
か

村む
ら

絵え

理り

議
員

答

歩
道
は
１
級
町
道
に
設
置
︒
低
木

の
管
理
は
年
２
回
︑
高
い
木
は
成
長
に

応
じ
て
剪
定
し
て
い
る
︒
ケ
ヤ
キ
の
切

り
替
え
は
ま
だ
検
討
し
て
い
な
い
︒

保
育
・
教
育
環
境
整
備
が
先

問

子
ど
も
が
増
え
る
こ
と
は
喜
ば
し

い
が
保
育
、
学
校
施
設
の
受
け
入
れ
態

勢
は
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
る
の
か
。

若
基
小
の
小
規
模
特
認
校
制
度
は
う
ま

く
い
っ
て
ほ
し
い
が
最
善
策
で
は
な
い
。

答

数
年
は
増
加
傾
向
が
続
く
が
︑
民

間
の
保
育
園
で
対
応
で
き
る
︒
小
規
模

特
認
校
制
度
は
周
知
も
進
ん
で
い
る
︒ 大きくなったケヤキの木

問

基
山
町
は
国
道
・
県
道
に
ど
こ
ま

で
関
わ
っ
て
い
る
の
か
。
役
割
は
。

答

管
理
者
へ
道
路
陥
没
︑
路
面
起
伏

な
ど
異
常
時
の
報
告
︑
歩
道
へ
の
防
護

柵
設
置
等
の
要
望
を
行
っ
て
い
る
︒

問

町
道
に
は
１
級
２
級
３
級
と
あ
る

が
管
理
・
修
繕
の
優
先
順
位
に
影
響
し

て
い
る
の
か
。
町
民
か
ら
の
陥
没
等
の

道
路
情
報
に
は
速
や
か
に
対
処
し
て
ほ

し
い
。
痛
み
が
少
な
い
う
ち
に
、
町
民

目
線
で
の
修
繕
を
心
が
け
て
ほ
し
い
。

答

等
級
に
関
係
な
く
安
全
性
︑
道
路

の
傷
み
具
合
と
︑
そ
の
他
の
要
素
を
総

合
的
に
勘
案
し
た
上
で
判
断
し
て
い

る
︒
町
民
か
ら
の
道
路
情
報
は
時
系
列

で
管
理
し
て
お
り
７
割
は
対
応
し
残
り

も
検
討
し
て
情
報
を
管
理
し
て
い
る
︒

問

歩
道
の
設
置
や
街
路
樹
の
剪
定
に

町
と
し
て
の
方
針
は
あ
る
の
か
。
ケ
ヤ

キ
な
ど
大
き
く
な
る
と
効
用
だ
け
で
な

く
弊
害
も
あ
る
。
ど
う
対
応
す
る
の

か
。

問

道
路
補
修
の
判
断
基
準
は
？

答

安
全
性
に
関
わ
る
も
の
を
優
先

末す
え

次つ
ぐ

明
あ
き
ら

議
員
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一般質問11人が 町 政 を問う

ナ
社
会
政
策
室
で
は
関
係
各
課
と
連
携

し
︑
必
要
な
支
援
策
を
提
案
し
て
い
く
︒

基
山
保
育
園
の
保
育
士
の
数
は

問

国
が
定
め
る
幼
児
の
そ
れ
ぞ
れ
の

段
階
で
の
保
育
士
の
配
置
の
数
は
、
こ

の
数
十
年
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
配
慮

を
要
す
る
子
も
い
る
中
で
、
そ
れ
ら
の

支
援
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

答

安
心
安
全
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
体
制
を
整
え
︑
必
要
に
応
じ
て
保
育

士
等
を
増
員
し
て
対
応
し
て
い
る
︒

問

佐
賀
県
は
ま
だ
実
施
し
て
い
な
い

が
、
全
国
１
１
８
の
自
治
体
で
は
加
齢

性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
を

実
施
し
て
い
る
。
私
は
何
度
か
質
問
を

し
て
い
る
が
、
本
町
の
購
入
助
成
は
ど

こ
ま
で
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

答

｢
介
護
予
防
検
診
﹂
の
中
で
聴
力

検
査
を
行
い
︑
連
携
協
定
し
て
い
る
久

留
米
大
学
と
認
知
症
と
の
関
係
性
を
調

べ
︑
そ
の
後
購
入
助
成
の
是
非
を
検
討

し
た
い
︒

問

福
祉
課
の
﹁
プ
ラ
チ
ナ
社
会
政
策

室
﹂
の
設
置
目
的
は
何
か
。

答

今
後
も
増
加
す
る
高
齢
者
の
健

康
・
家
族
関
係
・
相
続
・
終
活
な
ど
多

岐
に
渡
る
課
題
に
対
し
︑
そ
の
総
合
窓

口
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
︒

問

そ
の
中
で
﹁
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
﹂
の
活
動
内
容
は
。

答

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

二
人
一
組
で
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
て
話

を
伺
い
︑
個
々
の
生
活
状
態
を
把
握
し

カ
ル
テ
を
作
成
す
る
︒
そ
の
後
プ
ラ
チ

大お
お

山や
ま

勝か
つ

代よ

議
員

問

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
を

答

聴
力
検
査
を
実
施
し
︑
検
討
し
た
い

す
る
︒
鳥
栖
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合

と
協
議
し
︑
構
成
市
町
村
で
導
入
予
定

の
こ
の
シ
ー
ル
を
使
用
し
︑
連
携
し
た

声
か
け
訓
練
を
す
す
め
て
い
く
︒

ア
ト
ラ
ス
け
や
き
台
の
空
き
地

問

町
に
対
し
て
空
き
地
の
有
効
利
用

に
つ
い
て
協
議
の
要
請
が
あ
れ
ば
応
じ

る
の
か
。

答

旭
化
成
か
ら
自
社
持
ち
分
を
町
に

譲
渡
す
る
意
向
が
あ
れ
ば
︑
マ
ン
シ
ョ

ン
所
有
者
と
共
有
の
立
場
に
な
る
の

で
︑
協
議
を
す
る
可
能
性
は
生
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
︒

問

町
の
認
知
症
の
現
状
は
。

答

認
知
症
と
判
断
さ
れ
る
日
常
生
活

自
立
度
Ⅱ
α
以
上
の
方
は
︑
10
月
末
現

在
４
５
０
人
︒
昨
年
と
同
じ
レ
ベ
ル
︒

問

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

︵
小
・
中
含
む
︶
の
現
状
・
実
績
は
。

答

令
和
４
年
度
の
養
成
講
座
は
５
年

の
２
月
に
開
催
予
定
︒
小
学
校
は
11
月

に
開
催
︑
若
基
小
で
77
人
・
基
山
小
で

１
１
８
人
が
受
講
︒
基
山
中
で
も
11
月

に
開
催
し
︑
１
３
６
人
が
受
講
し
た
︒

問

声
か
け
訓
練
の
状
況
は
。

答

平
成
27
年
度
よ
り
９
つ
の
区
で
実

施
し
て
い
る
が
︑
令
和
２
～
３
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
︑
未
実
施
︑
今
年
度
は

３
月
に
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

問

新
た
に
行
っ
て
い
る
施
策
は
。

答

徘
徊
高
齢
者
等
安
心
安
全
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
と
し
て
︑
徘
徊
高
齢
者
の

保
護
者
等
と
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
が
で

き
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
シ
ー
ル
を
導
入

問

町
の
認
知
症
の
現
状
は

答

10
月
末
現
在
で
４
５
０
人

河こ
う

野の

保や
す

久ひ
さ

議
員

保育園の吸音パネル

認知症カフェの講座風景
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一般質問

QRコードから一般質問の録画映像がご覧いただけます

問

不
登
校
が
起
き
な
い
教
育
環
境
づ

く
り
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

答

中
学
校
で
﹁
別
室
に
お
け
る
学
校

生
活
支
援
事
業
﹂
で
指
導
員
を
配
置
︒

ま
た
校
則
を
変
え
︑
来
年
度
か
ら
制
服

も
新
し
く
す
る
︒
ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
も

対
応
し
て
い
る
︒

第
３
子
以
降
給
食
費
無
償

来
年
度
も
継
続

問

急
激
な
物
価
高
騰
、
コ
ロ
ナ
禍
の

な
か
、
子
育
て
支
援
策
拡
充
を
提
案
す

る
①
給
食
費
第
２
子
以
降
の
無
償
化
②

国
保
税
の
子
ど
も
の
均
等
割
、
中
学
生

ま
で
減
免
③
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
強
化
。

答

第
３
子
以
降
は
無
償
化
し
て
お

り
︑
来
年
度
も
継
続
︒
国
保
税
の
子
ど

も
の
均
等
割
減
免
拡
充
は
︑
今
後
検
討
︒

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
に
つ
い
て
は
︑
来

年
度
に
﹁
子
供
の
生
活
実
態
調
査
﹂
を

実
施
し
︑
特
に
困
難
を
抱
え
た
子
ど
も

や
家
庭
の
支
援
に
つ
い
て
︑
こ
れ
ま
で

以
上
の
情
報
共
有
と
連
携
強
化
を
検
討

す
る
︒

問

佐
賀
県
の
２
０
２
１
年
度
不
登
校

は
２
０
４
４
人
、
過
去
最
多
、
要
因
は
。

答

ど
の
児
童
生
徒
に
も
起
こ
り
得
る

問
題
で
︑
子
ど
も
や
家
庭
の
問
題
と
の

捉
え
方
で
な
く
︑
様
々
な
要
因
が
あ
る
︒

町
立
小
中
学
校
で
は
不
登
校
・
不
登
校

傾
向
︵
教
室
外
登
校
な
ど
︶
は
41
人
︒

問

不
登
校
児
童
生
徒
の
﹁
学
び
の
保

障
﹂
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
﹁
ま
い
る
ー

む
﹂
や
マ
ナ
ビ
バ
︑
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
端
末
の
活
用
で
確
保
し
て
い
る
︒

11人が 町 政 を問う

問

不
登
校
の
﹁
学
び
の
保
障
﹂
は

答

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末
活
用
で

松ま
つ

石い
し

信の
ぶ

男お

議
員

教育支援センター「まいるーむ」

答

再
編
完
了
後
︑
町
で
管
理
す
る
︒

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
と
は

問

自
主
返
納
制
度
と
は
な
に
か
。

答

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
が
増
加

し
て
い
る
た
め
︑
65
歳
以
上
の
方
が
役

場
住
民
課
で
自
主
返
納
手
続
き
が
出
来

る
︒

問

免
許
証
の
自
主
返
納
で
、
ど
の
よ

う
な
町
独
自
の
特
典
が
あ
る
の
か
。

答

公
的
証
明
書
の
﹁
運
転
経
歴
証
明

書
﹂
の
交
付
︑
町
の
循
環
バ
ス
の
無
料

乗
車
が
で
き
る
︒

問

消
防
団
員
の
欠
員
26
人
が
生
じ
て

い
る
原
因
は
。

答

少
子
化
と
共
に
各
部
の
適
齢
者
が

い
な
い
状
況
で
あ
る
︒

問

各
部
の
統
廃
合
に
向
け
た
協
議
は

ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答

昨
年
か
ら
︑
消
防
団
員
・
消
防
委

員
会
・
区
長
等
と
協
議
中
で
あ
る
︒

問

今
年
８
月
に
議
会
へ
示
し
た
再
編

方
針
案
の
二
案
と
は
何
か
。

答

一
案
は
︑
統
廃
合
は
し
な
い
で
︑

定
員
定
数
を
減
少
す
る
︒
二
案
は
︑
現

在
の
九
部
制
を
六
部
制
に
統
合
す
る
︒

消
防
格
納
庫
の
管
理
責
任
は
基
山
町

で
は
な
い
の
か

問

消
防
格
納
庫
の
管
理
は
、
町
で
管

理
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答

町
の
管
理
と
認
識
し
て
い
る
︒

問

格
納
庫
の
管
理
は
町
と
認
識
し
て

い
て
な
ぜ
管
理
し
な
い
の
か
。

公的証明の運転経歴証明書

問

消
防
格
納
庫
の
管
理
は
町
で
す
べ
き

答
消
防
格
納
庫
の
管
理
は
各
部
の
再
編
後
に
町
が
行
う

鳥と
り

飼か
い

勝か
つ

美み

議
員
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一般質問11人が 町 政 を問う

傷
ん
だ
生
活
道
路
の
舗
装
を
整
備

問

路
面
性
状
調
査
の
結
果
は
。

答

３
級
町
道
で
全
延
長
の
10
・
５
％

が
補
修
を
必
要
と
さ
れ
る
状
況
で
︑
既

存
集
落
地
や
山
間
部
︑
中
心
市
街
地
か

ら
離
れ
た
地
域
が
多
い
状
況
で
あ
る
︒

問

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
維
持
補

修
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

答

こ
れ
ま
で
︑
地
域
か
ら
の
ご
意
見
︑

ご
要
望
に
対
し
て
対
処
療
法
的
に
進
め

て
き
た
が
︑
今
後
は
﹁
舗
装
維
持
管
理

計
画
﹂
に
沿
っ
て
計
画
的
に
進
め
る
︒

問

そ
の
計
画
の
内
容
は
。

答

１
・
２
級
町
道
お
よ
び
そ
の
他
町

道
で
︑
補
修
の
必
要
な
箇
所
は
優
先
順

位
を
つ
け
て
︑
令
和
５
年
度
か
ら
順
次

計
画
的
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
︒
突
発
的
に
発
生
す
る
舗
装
の
傷

ん
だ
箇
所
は
︑
対
処
療
法
的
に
行
う
︒

小
児
接
種
の
判
断
は
ど
の
よ
う
に

問

新
型
コ
ロ
ナ
に
小
児
が
感
染
す
る

と
大
人
と
は
違
っ
た
症
状
も
あ
り
、
死

亡
者
数
が
最
近
上
昇
し
て
い
る
。
保
護

者
は
、
接
種
に
よ
る
副
作
用
も
心
配
し
、

小
児
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
判
断
に
迷
っ

て
い
る
。
接
種
を
行
う
か
ど
う
か
は
各

家
庭
の
判
断
と
す
る
な
ら
ば
、
正
し
い

判
断
資
料
を
提
供
す
る
必
要
は
。

答

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
感
染
予
防
︑
発

症
予
防
︑
特
に
重
症
化
予
防
に
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
︒
判
断
資
料
の
提

供
と
共
に
︑
予
防
接
種
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
推
進
に
つ
な
げ
た
い
︒

舗装整備が待たれる生活道路

問

今
後
、
生
活
道
路
の
整
備
は

答

管
理
計
画
に
沿
っ
て
着
実
に
実
施

桒く
わ

野の

久ひ
さ

明あ
き

議
員

講
習
に
変
更
予
定
で
あ
り
︑
団
員
の
負

担
軽
減
を
図
る
︒

問

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
変
更
し
た
理
由

は
何
か
。

答

防
火
意
識
の
啓
発
等
を
目
的
に
実

施
し
て
い
た
が
︑
子
ど
も
が
眠
ら
な
い

等
の
意
見
が
あ
っ
た
の
で
変
更
し
た
︒

問

消
防
団
の
再
編
成
案
を
議
会
や

区
・
消
防
団
に
示
さ
れ
た
が
、
案
を
作

成
し
た
要
因
は
何
か
。

答

団
員
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を

解
消
す
る
た
め
︑
団
員
定
数
削
減
︑
団

の
再
編
成
案
を
作
成
し
た
︒

問

説
明
し
た
区
や
消
防
団
の
反
応
は

ど
う
だ
っ
た
か
。

答

こ
れ
ま
で
︑
６
区
７
区
け
や
き
台

の
４
つ
の
区
の
区
長
︑
区
長
代
理
に
説

明
し
︑
意
見
交
換
を
し
た
︒
今
後
は
区

内
部
の
意
見
を
踏
ま
え
て
再
協
議
を
す

る
︒ま

た
︑
６
部
７
部
９
部
の
部
長
︑
部

長
補
佐
に
説
明
を
行
い
︑
各
部
の
状
況

に
違
い
は
あ
る
も
の
の
一
定
の
理
解
得

て
い
る
︒

問

団
員
の
消
防
活
動
の
負
担
を
減
ら

す
こ
と
は
検
討
し
た
の
か
。

答

年
末
警
戒
は
５
日
間
を
３
日
間
に

短
縮
︑
夏
季
訓
練
を
屋
外
の
規
律
訓
練

か
ら
総
合
体
育
館
で
の
普
通
救
急
救
命

消防団員募集中

問

消
防
団
の
一
番
の
課
題
は
な
に
か

答

団
員
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
だ

品し
な

川が
わ

義よ
し

則の
り

議
員
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一般質問

QRコードから一般質問の録画映像がご覧いただけます

11人が 町 政 を問う

区 分 件 名 結 果

意
見
書

健康保険証廃止に反対する意見書
不採択

(賛成少数）

陳
情
書

要介護１、２の人の生活援助等の介護保険給付を市町村の総合事業に移行することにつ

いての意見書提出に関する要望

全議員に

配布

基山町の公益に関する事柄について、国会や関係行政庁に対して議会の議決に
基づき意見書を提出することができます。詳しくは事務局にお尋ねください。

意見書等の結果

問

な
ぜ
屈
折
検
査
が
必
要
な
の
か
。

答

子
ど
も
の
目
は
︑
３
歳
頃
ま
で
に

急
速
に
発
達
し
６
歳
か
ら
８
歳
に
ほ
ぼ

完
成
す
る
︒
検
査
機
器
で
子
ど
も
の
弱

視
を
早
期
発
見
し
治
療
に
つ
な
げ
る
︒

問

事
前
に
目
の
発
達
や
検
査
導
入
の

情
報
提
供
が
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答

対
象
者
の
保
護
者
に
は
︑
案
内
通

知
で
知
ら
せ
て
い
る
︒
今
後
︑
新
規
事

業
等
は
︑
本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発

信
し
て
い
く
︒

広
報
き
や
ま
、
発
行
回
数
見
直
し

問

広
報
誌
発
行
の
目
的
と
、
月
１
回

に
発
行
回
数
見
直
し
の
意
図
は
何
か
。

答

目
的
は
正
確
な
情
報
を
伝
え
る
な

ど
︒
意
図
は
広
報
誌
の
内
容
充
実
と
質

の
向
上
や
区
長
や
組
合
長
の
配
布
負
担

の
軽
減
を
図
る
︒

問

さ
ら
に
親
し
み
や
す
い
広
報
誌

を
。

答

特
集
等
を
含
め
取
り
組
み
た
い
︒

手
持
ち
の
カ
ー
ド
を
図
書
利
用
券
に

問

図
書
の
貸
出
利
用
券
に
フ
ェ
リ
カ

機
能
カ
ー
ド
︵
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
、
ｎ
ａ
ｎ
ａ

ｃ
ｏ
な
ど
︶
を
追
加
す
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。
町
も
取
り
組
み
が
で
き
な

い
か
。

答

近
隣
自
治
体
や
当
館
シ
ス
テ
ム
保

守
事
業
者
も
導
入
実
績
が
な
い
︒
先
進

地
の
状
況
調
査
を
行
い
検
討
す
る
︒

問

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
や

サ
ー
ビ
ス
の
掲
載
見
直
し
が
必
要
で
は
。

答

必
要
な
情
報
が
得
や
す
い
よ
う

に
︑
来
年
２
月
の
シ
ス
テ
ム
更
新
の
際

に
大
幅
に
見
直
し
て
い
き
た
い
︒

目の屈折検査室

問

３
歳
児
健
診
に
、
目
の
屈
折
検
査
を

答

本
年
７
月
か
ら
実
施
し
て
い
る

大お
お

久く

保ぼ

由ゆ

美み

子こ

議
員

議長交際費執行状況表（令和４年度 ７月∼12月）

支出の相手方及び行事名等

７/26〜28 被爆77周年原水爆禁止世界大会

７/26 台湾総領事来庁

10/25 令和４年度基山経済クラブ年会費

11/７〜９ 厚生産業常任委員会視察研修 ３件

11/15〜17 総務文教常任委員会視察研修 ２件

累計額（円）

56,873

累計件数（件）

6

支出金額

5,000

3,456

24,000

15,044

合計額（円）

47,500

支出種別

賛助

接遇

会費

接遇

合計件数（件）

4
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11月２日（水） 防災、まちづくり 11月４日（金） 道路、災害

11月５日（土） 教育、安全安心（防犯） 11月６日（日） 子育て、高齢者支援、移住定住

テーマ

問 消防団の諸問題に町議会も誠実に取り組んで

ほしい。各部の課題はどこに投げかけて解決

すればよいか。町内企業との協定は結べない

のか。

議会 部の編成や消防団員の待遇改善など、町から

の提案に真摯に取り組んでいます。また、一般

質問などで複数の議員が消防団の課題に向き

合っています。消防の行事や出動回数は部長

会等で対応していただきたい。各部とも区長

など地域と綿密に連携を取ってほしい。また、

企業協定はこれからの検討課題です。

問 台風14号接近時の９月18日に総務課より、13時

から避難指示を出すので、区長に対し高齢者の

方々への避難周知を行ってほしい旨の連絡が

あった。区長に対し安易に委ねない、人頼みに

してもらわないでほしい。

議会 地域防災計画に基づき行っている。再度担

当課に確認していきたい。

問 若基小学校は小規模でも特徴を生かしていけ

ば良いのではないか。基山小学校は今ある校

舎を改修するのではなく、周辺の町有地を有効

活用して教室を増設するべきではないか。

議会 議会でも町立小学校の学校運営に関する特

別委員会を設けて議論し、町に提案を行ってい

る。小規模特認校制度を含め、最良の小学校運

営ができるように議会でも取り組んでいきた

い。

防災、まちづくり、教育、安心安全

参加者の声

「懇談をもう少し深めていくと、良い方向が見えてくると思う。」

「自由に発言させていただき、ありがたかった。」 「ぜひ若い方に出席してもらえるような会に。」

「ざっくばらんに話せて良かった。」 「テーマの組み合わせを検討すべき。」

あなたの声を町政に！ 参加延べ 36人

消防訓練の様子

た
く
さ
ん
の
貴
重
な
声
︑
ご
意
見
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒
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第10回 町議会と語ろう会を開催

問 ９区の場合袋小路が多く、子どもたちが遊んで

いる。子どもの声がうるさい、勝手に敷地内に

入るなどの声がある。区長として回覧で回す

ことは可能だと思うが迷っている。子どもの

遊び場所、行き場所はどこなのかと考えるとど

うなのか、良いアイデアはないか。

議会 コミュニケーションを考えると難しい問題

である。道路では遊ばないというのは基本で

あると思う。町民の皆さんへ遊び場・公園など

を紹介していきたい。

問 認知症に対する正しい知識を持つことが重要。

民生委員、議員、新入職員、学校教育プログラ

ムに導入してほしい。オレンジクラブとタイ

アップして、図書館などで講演会を開催してほ

しい。

議会 小学校では、認知症子どもサポーター講座と

してすでに導入している。また、大人向けの認

知症サポーター養成講座も毎年度実施してい

るが、民生委員、議員、新入職員への指導と講

演会の開催については、確認し提案したい。

問 地域猫、特に基
き

山
ざん

山頂駐車場付近の猫が増えて

いる。避妊対策はとれないのか。

議会 基
き

山
ざん

山頂付近に長年、猫が住み着いているこ

とは町でも認識している。猫愛好家がエサや

りをすることを止めていただく活動に取り組

まなければならない。

道路、災害、子育て支援、高齢者支援、移住定住

問 豪雨で宮浦共乾東側の道路（３級町道才の上３

号線）が冠水し陥没している。１haの農地が

あり、軽トラックが通れるよう早急に復旧工事

を行ってもらいたい。ホタルの鑑賞地になっ

ているが草刈も行っていない。

議会 ３級町道はほとんどで舗装されていない道

路が多い。壊れている箇所については早急に

補修するよう申し入れたい。

問 点字ブロックが敷設されているが、設置の目的

や基準が分からない。有る所や無い所もある。

例えば、基山駅から役場までは敷設するとか設

置方針を明確にしてほしい。

議会 設置基準はあると思う。障がい者の方から

の要望も挙がっているので、担当課に基準、方

針についても確認していきたい。

問 道路補修について、全体スケジュールはどう

なっているのか。

議会 令和３年度に建設課公共工事計画室におい

て、道路新設や改良等公共工事の優先順位を含

めた「公共施設等管理計画」が改訂されたので

活用願いたい。

点字ブロックの設置方針を明確に

・基肄城跡など、基山町の地域資源を発掘し

移住定住希望者への情報発信にもっと活用

してほしい。移住者の声をもっと聞いたら

どうか。

・中央公園駐車場出入り口（県道側）を含め

利用しやすいように整備してほしい。

・役場駐車場のラインが狭い。もう少し駐車

に余裕を持たせてほしい。

・白坂地区の道路が狭く通学路が危険なの

で、歩道などの整備をしてほしい。

・消防団員の充足率は85％程度。制度改革及

び団員募集方法を検討すべきでは。

その他の主な意見・要望



令和４年12月議会 16

岩
手
県
紫
波
町

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
し
た

複
合
施
設
の
ま
ち
づ
く
り
、
街
の

魅
力
を
町
民
と
新
た
な
応
援
者

を
繋
ぐ
関
係
人
口
に
つ
い
て
研

修
し
た
。

秋
田
県
美
郷
町

特
産
品
﹁
美
郷
雪
華
﹂
ブ
ラ
ン
ド
化

町
花
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
活
か
し

た
特
産
品
開
発
の
認
定
制
度
と

ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

秋
田
県
横
手
市

つ
な
が
る
横
手
愛
マ
ッ
チ
ン
グ

市
外
の
応
援
者
を
応
援
市
民

と
し
て
、
応
援
人
口
創
出
の
広
報

誌
発
行
等
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

富
山
県
富
山
市

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
後
の
取
り
組
み

日
本
の
代
表
的
な
山
岳
地
帯
と
豊

か
な
富
山
湾
を
有
し
て
い
る
。
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
す
る
自
治
体

も
多
い
が
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
、
環

境
未
来
都
市
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

に
も
選
定
さ
れ
、
先
駆
的
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。

石
川
県
加
賀
市

小
中
学
校
の
学
力
向
上
の
取
り
組
み

全
国
的
に
教
育
水
準
が
高
い
と
言

わ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
地
域
全

体
で
教
育
の
課
題
を
解
消
し
よ
う
と

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
教
育
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
近
道
は
な
く
、
教
育
環

境
整
備
も
積
み
重
ね
が
大
事
で
あ

る
。
基
山
町
も
地
道
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

情報通信技術を活用した、今後の議会広報及び議会だより編集についての研修を受講しました。

今後、皆様に分かりやすく、興味を持っていただけるような編集の一助としたいと考えます。

基山町産業振興協議会との連携、商工会インボイス制度導入等の商工会が抱える課題や、少子

高齢化・人口減少に対する商工会の役割やデジタル化への対応など、今後の目標について意見交

換会を行いました。

編編編編編

集集集集集

後後後後後

記記記記記

編

集

後

記

編

集

後

記

凛
と
し
て

｢
子
ど
も
議
会
﹂
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
中
学
３
年
生
の
15
名
の
生
徒

の
皆
さ
ん
、
﹁
き
や
ま
創
作
劇

枯
松

二
国
境
物
語
﹂
を
演
じ
た
皆
さ
ん
の

堂
々
た
る
姿
。
力
強
く
、
熱
い
思
い
が

伝
わ
り
と
て
も
素
晴
ら
し
も
の
で
し

た
。朝

日
を
浴
び
、
雪
を
冠
し
た
基
肄
城

と
凛
と
し
た
皆
さ
ん
の
姿
が
重
な
り
、

希
望
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し

ま
し
た
。

(
天
本

勉
)

委

員

長

桒
野

久
明

副
委
員
長

松
石

信
男

委

員

末
次

明

委

員大
久
保
由
美
子

委

員天
本

勉

委

員中
村

絵
理

発行／基山町議会 編集／広報広聴常任委員会 〒841-0204佐賀県三養基郡基山町大字宮浦666番地 ☎（0942）92-6543（議会事務局）

印刷／大同印刷株式会社 〒849-0902佐賀県佐賀市久保泉町大字上和泉1848-20 ☎（0952）71-8520㈹

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会
行
政
視
察

11
月
15
日
～
17
日

令和５年 第１回基山町議会 定例会

２月28日（火）〜３月17日（金）

一般質問 ３月１日（水）〜３日（金）

商工会役員との意見交換会に参加 10月26日（水）

町議会広報研修会に参加 11月24日（木）

厚
生
産
業
常
任
委
員
会
行
政
視
察

11
月
７
日
～
９
日横手市本会議場にて

視察研修の様子

雪を冠した基肄城


